
　昨今話題になっている給特法の改正・
教員の処遇改善について、第68回全教中
央委員会で愛教労は県内単組の取り組み
を紹介・発言し、大きな賛同の拍手や
エールを送られました。 
　発言内容は名古屋市教職員労働組合
（全教名古屋）が取り組んだ給特法・処
遇改善のアンケートを実施について。配
布全体の2割･200人を超える回答が寄せ
られ、「現場の生の声（訴え）」が形に
なったものと言えます。回答の多くは、

現行給特法の教職調整額の4％が時代にマッチしておらず比率の向上を求めるもの、賃金のベース
アップ、残業代（時間外労働分の給与）の支給、教員の増員、校務分掌の削減など教員の過酷な
労働が分かるものでした。 
　2023年に全教は給特法に関するリーフレットを作成しています。そのリーフレットを活用して
の大規模アンケートの結果について発言後、中央委員会会場にどよめきや驚きの声が上がりまし
た。給特法や処遇についてこれだけの臨場的な内容で語られている今回の内容をこれからの交渉
などに生かしつつ、組合活動を発展させる予定です。　　　　　　　　　　【　幹事：天崎　】
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集約した「声」をまとめた資料

全教中央委員会での発言に反響

【訂正とお詫び】 
　愛教労ニュース345号[10月10日発行]の本文中で、南山大学「緒方桂子」教授のお名前を間違って「圭
子」と記載していました。正しくは「緒方桂子」教授です。お詫びして訂正いたします。


